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99月定例会月定例会

「浜中学」を学んで （野上 燈依 さん）
「弥栄」 （鹿能 大輝 さん）

10Ｐ

一 般
質 問 5人の議員が町政を問う 5P～9P

予 算
審 議 流氷流入対策への補助は 2Ｐ～3P

　

９
月
８
日
、
茶
内
保
育
所
で

運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
気
は
快
晴
で
、
す
が
す
が

し
い
一
日
と
な
り
、
運
動
の
し

や
す
い
気
候
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸
命

に
、
か
け
っ
こ
や
遊
戯
に
励

み
、
親
子
と
も
に
思
い
出
に
残

る
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真
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補正予算審議から
定例会
99月月
4日〜5日

　
９
月
定
例
会
が
４
日
・５
日
の
２
日
間
の
会
期
で
開
催
。

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
補
正
予
算
と

条
例
改
正
な
ど
12
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
１
億
８
２
７
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
94
億
４
５
８
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

問	

水
産
振
興
事
業
補
助
１
４

０
万
円
の
内
容
は
。

　

ま
た
、
流
氷
や
海
水
温
の
上

昇
に
よ
る
昆
布
漁
被
害
に
対
す

る
考
え
は
。

答	

本
年
３
月
に
流
入
し
た
流

氷
に
よ
り
火
散
布
沼
の
ウ
ニ
養

殖
の
資
材
が
被
害
を
受
け
た
。

　

散
布
漁
協
が
実
施
す
る
流
氷

流
入
対
策
の
資
材
購
入
費
を
補

助
す
る
も
の
で
、
財
源
は
水
産

振
興
基
金
を
活
用
。

　

ま
た
、
昆
布
漁
の
不
漁
は
漁

期
が
始
ま
る
前
か
ら
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
浜
中
・
散
布
両
漁
協

組
合
長
と
も
懇
談
の
機
会
を
持

っ
た
。
漁
期
が
終
わ
り
生
産
高

が
決
ま
っ
た
段
階
で
、
支
援
策

な
ど
の
要
望
活
動
を
産
業
団
体

お
よ
び
沿
岸
自
治
体
と
と
も
に

道
や
国
に
行
っ
て
い
く
。

流
氷
流
入
対
策
へ
の
補
助
は

流氷で被害を受けたウニ養殖かご

問	

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

係
る
費
用
１
３
３
８
万
円
の
内

容
と
対
象
者
は
。

　

ま
た
、
申
し
込
み
方
法
は
。

答	

今
年
10
月
か
ら
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
定
期
接
種
と

な
る
。
一
回
の
接
種
費
１
５
３

０
０
円
の
内
、
国
が
８
３
０
０

円
・
町
が
５
０
０
０
円
を
負
担

し
、
残
り
２
０
０
０
円
が
個
人

負
担
と
な
る
。

　

個
人
負
担
分
を
除
い
た
１
３

３
０
０
円
の
１
０
０
６
人
分
の

予
算
で
あ
る
。

　

対
象
者
は
、
65
歳
以
上
の
人

と
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
障
害
で
、
そ
れ
ぞ
れ
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
を
有
す
る
人
。

　

ま
た
、
申
し
込
み
は
希
望
者

が
直
接
医
療
機
関
に
行
う
も
の

と
な
る
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
今
後
は
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問	

ふ
れ
あ
い
交
流
・
保
養
セ

ン
タ
ー
「
ゆ
う
ゆ
」
修
繕
料
64

万
円
の
内
容
は
。

答	
修
繕
内
容
は
３
つ
あ
り
、

一
つ
目
は
、
駐
車
場
グ
レ
ー
チ

ン
グ
で
車
両
通
行
に
支
障
の
あ

る
一
部
補
修
に
８
万
円
。

　

二
つ
目
は
、
湯
上
り
用
シ
ャ

ワ
ー
バ
ル
ブ
交
換
と
配
管
補
修

で
、
配
管
が
壁
に
埋
め
込
ま
れ

て
お
り
タ
イ
ル
工
事
を
含
め
33

万
円
。

　

三
つ
目
は
、
機
械
室
の
雨
漏

り
対
策
で
、
精
密
機
械
保
護
や

漏
電
防
止
の
た
め
屋
上
ル
ー
フ

ド
レ
ー
ン
補
修
に
23
万
円
。

「
ゆ
う
ゆ
」
修
繕
の
内
容
は

問	

交
通
安
全
対
策
費
23
万
円

で
茶
内
駅
前
ト
イ
レ
に
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
目
的
は
。

　

ま
た
、
当
初
予
算
で
は
な
く

今
補
正
で
の
予
算
計
上
の
訳
は
。

答	

駅
前
ト
イ
レ
の
駐
車
場
は

Ｊ
Ｒ
利
用
者
な
ど
に
よ
る
使
用

頻
度
が
高
く
、
霧
多
布
湿
原
線

の
町
営
バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
乗
降
場
所
と
な
っ
て
お
り
、

交
通
安
全
面
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
の
必
要
性
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
今
年
５
月
に
は
車
上

か
ら
児
童
生
徒
に
声
を
か
け
る

不
審
者
事
案
が
あ
っ
た
こ
と
か

茶
内
駅
前
ト
イ
レ
�

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

防犯カメラが設置される茶内駅前トイレ

小規模事業継続補助の増額内容は

問	

今
年
度
か

ら
新
た
に
設
け

ら
れ
た
制
度
で

あ
る
が
、
小
規

模
事
業
継
続
支

援
補
助
と
し
て

２
５
５
万
２
千

円
の
増
額
補
正

の
内
容
は
。

答	

当
初
予
算

３
０
０
万
円
に

対
し
増
額
す
る

も
の
で
６
事
業

者
か
ら
８
件
の

申
請
が
あ
っ
た
。

・
店
舗
の
空
調

改
修
工
事
費

２
１
０
万
円
。

・
レ
セ
プ
ト
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ

・
冷
蔵
庫
電
気
器
具
改
修
費
33

万
６
千
円
に
対
し
２
分
の
１

で
16
万
８
千
円
を
補
助
。

・
配
管
ネ
ジ
切
り
機
購
入
費
16

万
９
千
円
に
対
し
２
分
の
１

で
８
万
４
千
円
を
補
助
。

・
Ｈ
Ｐ
作
成
費
１
０
０
万
円
に

対
し
限
度
額
30
万
円
を
補
助
。

ー
購
入
費
３
３
８
万
円
。

・
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
と
ホ

イ
ル
バ
ラ
ン
サ
ー
購
入
費
２

０
０
万
円
。

・
冷
蔵
設
備
改
修
工
事
費
２
５

１
万
円
。

・
畜
産
農
家
向
け
給
餌
器
購
入

費
２
７
２
万
円
。

　

こ
の
５
事
業
に
対
し
補
助
率

２
分
の
１
で
限
度
額
１
０
０

万
円
を
補
助
。

ら
、
防
犯
対
策
・
交
通
安
全
対

策
の
両
面
か
ら
録
画
機
能
付
き

の
防
犯
カ
メ
ラ
１
台
を
ト
イ
レ

外
壁
に
設
置
す
る
。
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掛水　　優氏
（西円朱別）

教育委員の任命に同意
　掛水優氏は、9月30日付で任期満
了となることから、投票の結果、
全員賛成で引き続き適任と認め、
任命することに同意しました。

人権擁護委員の推薦に同意
　佐々木栄氏は、１２月3１日付で任期満了とな
ることから、引き続き適任と認め、推薦に同
意しました。
　また、天間館りゆう子氏が１２月3１日付の任
期満了をもって退任することになり、後任に
紺野恵美子氏を適任と認め、推薦に同意しま
した。

佐々木　栄氏
（茶内）

紺野恵美子氏
（新川）

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
４
件
・
企
業
会
計

２
件
の
決
算
書
が
監
査
委
員
の

意
見
書
を
添
え
て
議
会
に
提
出

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
議
長
を

除
く
９
人
の
議
員
に
よ
る
委
員

会
を
設
置
し
、
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
し
た
。

　

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主

催
の
議
員
研
修
会
が
７
月
２
日

に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
、
議
員

１0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
「
札
幌
が
東
京
よ
り

暑
く
な
る
⁉
加
速
す
る
気
候
変

動
」、「
人
口
減
少
と
市
町
村
の

重
要
性
・
民
主
主
義
に
つ
い
て

自
省
を
含
め
て
の
所
感
」
に
つ

い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置

◇
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会

資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見

書

	

（
全
員
賛
成
）

意
見
書

意
見
書
（
可
決
）

（
可
決
）

可
決
し
た
意
見
書
は
、
内

閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
関

係
大
臣
、
衆
・
参
両
議
院

議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

議
員
研
修
会
に
参
加

議
員
研
修
会
に
参
加

　

浜
中
町
議
会
で
は
、
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、
よ
り
多
く

の
方
に
議
会
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
動
画
配
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
覧
に
な
る
場
合

は
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

議
会
映
像
配
信

　

地
方
公
営
企
業
法
に
よ
り
、

剰
余
金
の
処
分
は
議
会
の
議
決

が
必
要
。

　

令
和
５
年
度
剰
余
金
１
５
７

２
万
円
を
減
債
積
立
金
に
積
み

立
て
る
も
の
。

水
道
事
業
会
計

剰
余
金
を
減
債
積
立
金

�

に
積
み
立
て
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三
膳	

現
在
、
浜
中
町
に
お
け

る
小
中
学
校
の
正
確
な
児
童
生

徒
数
は
何
人
か
。

教
育
長	

小
学
校
児
童
２
４
０

人
、
中
学
校
生
徒
１
１
２
人
。

三
膳	

学
校
に
お
け
る
定
め
ら

れ
て
い
る
検
診
は
い
く
つ
あ
る

の
か
。

教
育
長	

学
校
保
健
安
全
法
施

行
規
則
に
お
い
て
、

１
．
身
長
と
体
重

２
．
栄
養
状
態

３
．
脊
柱
と
胸
郭
の
疾
病

４
．
視
力
と
聴
力

５
．
眼
の
疾
病

６
．
耳
鼻
咽
頭
と
皮
膚
疾
患

７
．
歯
と
口
腔
疾
病

８
．
結
核

９
．
心
臓
疾
病

10
．
尿
検
査

11
．
そ
の
他
疾
病
や
異
常

の
11
項
目
で
あ
る
。

　

本
町
で
は
小
中
学
校
児
童
生

徒
を
対
象
と
し
て
内
科
・
眼
科
・

歯
科
検
診
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
小
学
１
年
生
・
中
学
１
年

を
対
象
に
心
臓
検
診
。
小
学
１

年
生
・
４
年
生
と
中
学
１
年
生

を
対
象
に
耳
鼻
咽
頭
検
診
を
行

っ
て
い
る
。

三
膳	

眼
科
検
診
の
目
的
は
。

教
育
長	

各
種
検
診
の
目
的
は

学
校
教
育
の
円
滑
な
実
施
と
そ

の
成
果
の
確
保
に
資
す
る
こ
と

と
子
供
の
健
康
の
保
持
増
進
を

図
る
た
め
に
実
施
。

ま
た
、
学
校
生
活
を
送
る
に
あ

た
り
支
障
が
あ
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
疾
病
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
し
健
康
状
態
を
把
握
す
る
。

三
膳	

町
外
専
門
医
院
に
委
託

し
て
い
る
検
診
は
。

教
育
長	

眼
科
と
耳
鼻
咽
喉
科

の
２
つ
の
検
診
で
あ
る
。

学校における
� 眼科検診の改善は
時間的に余裕のある
� 検診に向け努力をする

問

答

三�膳　時�子��議員

一般質問一般質問

三
膳	

眼
科
検
診
は
ど
の
よ
う

な
方
法
で
行
わ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長	

眼
科
検
診
は
午
後
か

ら
各
学
校
体
育
館
に
整
列
し
て

も
ら
い
、
学
年
ご
と
に
医
師
の

前
に
立
ち
、
医
師
が
手
や
検
査

棒
を
振
り
、
斜
視
・
結
膜
炎
の

診
察
を
行
う
。
１
人
数
秒
程
度

で
１
校
あ
た
り
５
分
か
ら
15
分

で
終
了
し
て
い
る
。

三
膳	

時
間
的
に
余
裕
の
あ
る

検
診
を
望
む
声
が
あ
る
が
、
改

善
す
る
こ
と
は
。

教
育
長	

半
日
で
実
施
し
て
い

る
検
診
を
１
日
に
す
る
な
ど
、

検
診
体
制
を
整
え
る
事
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

医
師
と
協
議
し
て
改
善
出
来
る

よ
う
進
め
る
。

眼科検診のイラスト
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渡
邉	

国
の
法
改
正
が
な
さ
れ

過
疎
地
域
で
の
交
通
手
段
の
確

保
を
目
的
と
し
て
、
本
年
４
月

１
日
か
ら
限
定
的
な
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
を
許
可

す
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
自
動
車
免

許
の
返
納
な
ど
に
よ
り
、
公
共

交
通
機
関
の
み
で
の
社
会
生
活

を
送
る
町
民
が
増
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
町
営
の
路
線
バ
ス

や
デ
マ
ン
ド
バ
ス
だ
け
で
は
町

浜中町における
�ライドシェアへの取り組みは
活性化協議会と協議のもと
� 模索していきたい

問

答

渡�邉　秀�治��議員

一般質問一般質問

民
全
体
の
交
通
手
段
と
は
な
り

得
て
い
な
い
。

　

デ
マ
ン
ド
の
浜
中
線
は
、
下

り
便
が
午
後
か
ら
し
か
な
い
た

め
浜
中
以
東
の
一
部
町
民
は
浜

中
・
姉
別
各
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
を
午

前
中
に
利
用
で
き
な
い
状
態
を

把
握
し
て
い
る
か
。

町
長	

当
該
路
線
は
浜
中
・
姉

別
方
面
か
ら
霧
多
布
市
街
地
を

結
ぶ
と
い
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
運
行
し
て
い
る
の
で
、
Ｊ
Ｒ

花
咲
線
へ
の
接
続
を
想
定
し
て

い
な
い
。

渡
邉	

費
用
対
効
果
な
ど
を
考

え
る
と
地
域
の
交
通
を
完
全
に

カ
バ
ー
出
来
な
い
こ
と
は
理
解

す
る
が
、
一
方
、
交
付
さ
れ
た

バ
ス
券
の
使
い
勝
手
の
差
が
地

域
に
よ
り
あ
る
。
こ
の
格
差
を

是
正
す
る
方
法
は
あ
る
か
。

町
長	
町
で
は
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
や
健
康
の
維
持
増
進
な

ど
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
に

高
齢
者
バ
ス
等
利
用
助
成
と
し

て
バ
ス
券
を
交
付
し
て
い
る
が

地
域
格
差
の
是
正
と
は
な
っ
て

い
な
い
。

渡
邉	

住
民
・
行
政
・
地
元
タ
ク

シ
ー
会
社
が
メ
リ
ッ
ト
を
共
有

で
き
得
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
サ
ー

ビ
ス
を
模
索
し
て
は
ど
う
か
。

既
に
道
内
の
市
町
村
で
も
実
用

段
階
へ
と
進
ん
で
い
る
自
治
体

も
あ
る
の
で
参
考
に
し
て
は
。

町
長	

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を

導
入
す
る
場
合
、
制
度
設
計
を

慎
重
に
行
い
地
元
タ
ク
シ
ー
事

業
者
と
情
報
を
共
有
し
、
浜
中

町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
で
の
議
論
も
含
め
模
索
し
て

い
き
た
い
。

渡
邉	

運
転
免
許
証
返
納
者
の

増
加
や
観
光
客
の
足
の
確
保
な

ど
と
い
っ
た
課
題
を
前
に
、
将

来
の
地
域
公
共
交
通
の
変
化
に

つ
い
て
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
含
め

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長	

地
元
タ
ク
シ
ー
会
社
が

不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
に
、

活
性
化
協
議
会
と
の
協
議
の
も

と
浜
中
・
姉
別
地
区
の
交
通
の

不
便
さ
も
解
消
す
べ
く
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
先
進
地
の
事
例
な
ど
を

模
索
し
な
が
ら
町
民
の
足
の
確

保
と
観
光
客
へ
の
対
応
を
考
え

て
い
き
た
い
。

ライドシェア新制度のイメージ
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谷
村	

浜
中
町
が
２
０
２
２
年

３
月
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
を
表
明
し
た
。
令
和
６
年

度
町
政
執
行
方
針
の
中
で
も

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
釧
路
管
内
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
推
進
検
討
協
議
会

（
Ｂ
Ｃ
協
議
会
）と
連
携
し
、
豊

か
な
漁
場
を
活
か
し
た
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
と
漁
業
活
動
の
両
立

を
目
指
す
」
と
あ
る
が
、
浜
中

町
で
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
寄
与

す
る
と
考
え
る
事
業
は
。

町
長	

昆
布
藻
場
の
洗
耕
機
な

ど
に
よ
る
岩
盤
清
掃
と
、
ア
サ

リ
礁
に
お
け
る
干
潟
の
保
全
活

動
が
該
当
す
る
と
考
え
る
。

谷
村	
極
め
て
近
い
将
来
、
高

水
温
化
に
よ
る
昆
布
藻
場
の
減

少
が
予
想
さ
れ
る
。
対
策
と
し

て
昆
布
養
殖
の
拡
大
や
鉄
鋼
ス

ラ
グ
を
用
い
た
藻
場
改
善
な
ど

の
可
能
性
は
。

町
長	

高
水
温
に
耐
性
を
持
つ

種
の
養
殖
を
試
験
的
に
行
っ
て

い
る
が
、
課
題
も
あ
り
今
後
も

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。
鉄

鋼
ス
ラ
グ
が
も
た
ら
す
栄
養
塩

は
浜
中
町
沿
海
に
お
い
て
現
段

階
で
は
比
較
的
満
た
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
状
況
変
化
を
注

視
し
な
が
ら
漁
業
者
や
漁
協
と

協
議
し
進
め
て
い
く
。

谷
村	

Ｂ
Ｃ
協
議
会
か
ら
の
具

体
的
な
推
進
案
は
。

町
長	

藻
場
・
干
潟
の
保
全
活

動
や
漁
場
整
備
の
計
画
的
な
実

施
、
昆
布
類
の
増
産
対
策
事
業

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

谷
村	
Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト

ブルーカーボンへの
� 取り組みを
有効性を持つ事業と捉え
�今後も協議し進めていく

問

答

谷�村　　�敦��議員

一般質問一般質問

導
入
の
実
現
性
と
採
算
性
は
。

町
長	

藻
場
保
全
活
動
、
ア
サ

リ
礁
に
お
け
る
干
潟
の
保
全
活

動
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
で
き
る
も

の
と
考
え
る
。
現
時
点
で
統
一

し
た
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
算

出
方
法
は
な
い
が
、
Ｂ
Ｃ
協
議

会
に
て
令
和
６
年
度
中
に
あ
る

程
度
統
一
し
た
算
出
方
法
が
示

さ
れ
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
が
可

能
と
な
れ
ば
、
漁
協
も
し
く
は

漁
業
者
に
還
元
さ
れ
、
養
殖
試

験
や
保
全
活
動
に
充
て
る
新
た

な
財
源
と
し
て
非
常
に
有
効
と

考
え
る
。
各
組
織
や
漁
業
者
と

情
報
共
有
を
し
っ
か
り
と
行
い

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

谷
村	

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
へ
の

取
り
組
み
を
含
め
た
環
境
保
全

活
動
が
魅
力
的
な
資
源
と
な

り
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
力
の
獲

得
も
可
能
と
考
え
る
が
。

町
長	

魅
力
あ
る
一
次
産
品
と

背
景
に
あ
る
環
境
保
全
が
相
互

に
影
響
し
合
い
、
浜
中
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
が
進
む
。
生
産
者
や

関
係
団
体
と
協
議
し
な
が
ら
町

と
し
て
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

ブルーカーボンに寄与する昆布藻場

注
釈
　
Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
、

海
藻
な
ど
が
吸
収
す
る
二
酸
化
炭
素
を

数
値
化
し
て
取
り
引
き
す
る
制
度
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第3期計画に向けた検討資料

國
井	

第
２
期
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
に
お
い
て
前

回
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
受
け
て
実

施
し
た
こ
と
は
。

町
長	

３
つ
の
基
本
目
標
の
実

現
に
向
け
、
保
育
料
軽
減
な
ど

の
経
済
支
援
、
町
内
公
共
施
設

へ
の
授
乳
室
・
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
、
各
種
健
診
・
予
防

接
種
助
成
、
産
前
産
後
ケ
ア
の

導
入
な
ど
を
実
施
。

國
井	
今
年
実
施
さ
れ
た
第
３

子ども・子育て支援事業計画
� 策定に向け適切な課題認識を
町長自ら子育て世帯との
� 懇談の場を設け進める

問

答

國�井　　�葵��議員

一般質問一般質問

期
ニ
ー
ズ
調
査
で
「
子
育
て
の

し
や
す
さ
」
の
ポ
イ
ン
ト
が
低

下
し
た
要
因
は
。

町
長	

拡
充
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
な
い
家
庭
や
経
済

支
援
対
象
外
の
家
庭
も
あ
る
。

就
学
児
で
は
教
育
要
素
も
含
ま

れ
、
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
と
推
察

す
る
。

國
井	

第
３
期
ニ
ー
ズ
調
査
の

自
由
記
載
欄
へ
の
回
答
数
や
内

容
は
。
ま
た
、
性
質
の
ふ
る
い

分
け
や
計
画
へ
の
反
映
方
法
は
。

町
長	

合
計
70
件
の
回
答
が
あ

り
、
遊
び
場
の
整
備
、
小
児
科
・

医
療
体
制
に
関
す
る
要
望
、
経

済
的
支
援
の
拡
充
な
ど
が
寄
せ

ら
れ
た
。
担
当
課
に
よ
る
検
討

と
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
中
で

総
合
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
取
り
組
む
内
容
に
つ
い

て
精
査
・
協
議
し
て
い
く
。

國
井	
遊
び
場
の
整
備
と
し
て

茶
内
ふ
れ
あ
い
公
園
の
木
製
ブ

ラ
ン
コ
２
基
の
修
繕
の
意
向
は
。

町
長	

年
度
内
の
撤
去
と
新
年

度
予
算
で
の
新
遊
具
設
置
を
検

討
し
て
い
る
。

國
井	

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

の
よ
う
に
保
育
所
や
児
童
ク
ラ

ブ
で
も
運
営
改
善
を
目
的
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
検
討
で

き
な
い
か
。

町
長	

利
用
者
満
足
度
向
上
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
、

定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

ニ
ー
ズ
把
握
を
検
討
し
た
い
。

國
井	

子
ど
も
子
育
て
会
議
の

今
後
の
流
れ
は
。

町
長	

今
後
４
回
の
会
議
で
骨

子
案
の
協
議
な
ど
を
行
い
、
令

和
７
年
２
月
ま
で
に
計
画
案
の

審
議
を
行
う
。
計
画
に
つ
い
て

は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行

う
予
定
。

國
井	

子
育
て
環
境
の
適
切
な

課
題
認
識
や
よ
り
効
果
的
な
政

策
実
施
な
ど
を
目
的
と
し
、
恒

常
的
な
追
跡
調
査
や
計
画
審
議

を
行
う
た
め
の
チ
ー
ム
を
役
場

内
に
組
織
で
き
な
い
か
。

町
長	

子
ど
も
子
育
て
会
議
が

そ
の
役
割
も
持
つ
が
、
現
状
計

画
策
定
の
審
議
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
横
断
的
な
組
織
作
り
の

前
に
町
長
と
子
育
て
世
帯
と
の

懇
談
の
場
を
設
け
、
ニ
ー
ズ
の

追
跡
調
査
を
行
っ
て
い
く
。
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川
村	

地
域
お
こ
し
協
力
隊
導

入
の
効
果
を
行
政
・
地
域
・
隊

員
の
視
点
で
伺
う
。

町
長	

地
方
に
お
い
て
は
人
口

減
少
や
高
齢
化
の
進
行
な
ど
が

著
し
く
、
地
域
力
の
維
持
強
化

を
図
る
人
材
の
確
保
が
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
都
市
部
に
は
、

豊
か
な
自
然
環
境
や
歴
史
、
文

化
な
ど
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
生

活
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
へ

貢
献
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が

あ
る
。
地
方
に
お
い
て
地
域
外

の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
定

住
定
着
を
図
る
た
め
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
を
総
務
省
が

創
設
し
た
。

　

導
入
の
効
果
と
し
て
、
行
政

は
人
材
不
足
や
自
由
な
発
想
で

取
り
組
め
な
か
っ
た
地
域
の
課

題
や
活
性
化
に
資
す
る
取
り
組

み
が
可
能
に
。
地
域
は
協
力
隊

員
が
発
す
る
熱
意
や
行
動
力
に

大
き
な
刺
激
を
受
け
、
地
域
の

活
性
化
に
期
待
。
隊
員
は
地
方

に
移
住
し
、
生
活
す
る
中
で
自

身
の
キ
ャ
リ
ア
や
能
力
を
活
か

し
た
活
動
が
で
き
理
想
と
す
る

暮
ら
し
の
実
現
や
生
き
が
い
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

川
村	

隊
員
導
入
の
効
果
は
、

行
政
・
地
域
・
隊
員
の
「
三
方

よ
し
」
と
言
わ
れ
る
が
、
本
年

度
の
募
集
と
採
用
は
あ
っ
た
の

か
。
こ
れ
ま
で
の
質
問
で
複
数

の
隊
員
募
集
と
委
託
型
の
導
入

も
検
討
す
る
と
答
え
て
い
た
が
、

次
年
度
の
募
集
は
。

町
長	

本
年
度
は
、
隊
員
を
募

集
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
実
情

に
あ
る
。こ
れ
ま
で
の
雇
用
型
に

加
え
て
、
委
託
型
の
隊
員
募
集

が
可
能
と
な
る
よ
う
協
力
隊
設

置
規
則
を
年
度
内
に
改
正
し
、

地域おこし協力隊の
� 募集プロセスは
地域の課題・ニーズを基に
� 募集要項を改定

問

答

川�村　義�春��議員

一般質問一般質問

各
課
が
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
て
企
画
立
案
し
て
募
集
・
採

用
で
き
る
新
た
な
仕
組
み
に
変

え
て
次
年
度
か
ら
の
採
用
に
取

り
組
み
た
い
。

問
野
良
猫
の
苦
情
に
対
応

�

す
る
行
政
支
援
は

答
避
妊
手
術
な
ど
、支
援
の

�

有
無
を
内
部
協
議
す
る

川
村	

猫
の
放
し
飼
い
や
捨
て

猫
が
繁
殖
し
、
畑
や
庭
を
荒
ら

さ
れ
倉
庫
や
車
庫
に
住
み
着
き

車
キ
ズ
や
糞
尿
処
理
で
住
民
か

ら
苦
情
が
出
て
い
る
。

　

野
良
猫
の
遺
棄
は
、
動
物
愛

護
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、

捕
獲
し
て
、
避
妊
・
去
勢
手
術

を
し
た
い
と
申
し
出
た
人
に
、

そ
の
費
用
の
全
額
支
援
や
野
良

猫
を
倉
庫
や
車
庫
に
近
づ
け
な

い
「
撃
退
グ
ッ
ズ
」
の
購
入
に

一
部
助
成
を
。

町
長	

野
良
猫
を
増
や
さ
な
い

よ
う
町
民
に
注
意
喚
起
し
た
い
。

北
見
市
で
道
内
初
の
行
政
支
援

を
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
制

度
設
計
を
含
め
内
部
で
協
議
し

た
い
。

敷地内に立ち入る野良猫
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私
は
霧
多
布
高
校
で
浜
中
学

を
学
ぶ
こ
と
で
、
自
分
自
身
が

大
き
く
成
長
し
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。初
め
は
、浜
中
町
に
つ
い

て
の
知
識
や
魅
力
を
ど
の
よ
う

に
発
信
し
て
い
け
ば
い
い
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
授
業
を
通
し
浜
中
町
の
自

然
の
美
し
さ
、
ウ
ニ
や
昆
布
な

ど
の
特
産
品
、
そ
し
て
町
の
歴

史
や
文
化
な
ど
に
つ
い
て
深
く

学
び
、
触
れ
て
い
く
こ
と
で
、

浜
中
町
が
ど
の
よ
う
な
魅
力
を

持
っ
て
い
て
、
ど
の
よ
う
な
価

値
が
あ
る
の
か
を
自
分
の
身
で

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
町
で
は
、
四
季
に
よ
り

自
然
の
美
し
さ
が
変
わ
っ
た
り

海
で
と
れ
る
特
産
物
が
変
化
し

た
り
す
る
な
ど
素
晴
ら
し
い
場

所
で
あ
り
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど

魅
力
あ
ふ
れ
る
町
だ
と
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
学
校
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
講
師
の
方
々
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
浜
中
町
の
温
か
さ

を
感
じ
る
こ
と
で
、
こ
れ
も
町

の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に

気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

浜
中
学
の
活
動
と
し
て
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
見

学
旅
行
で
横
浜
に
行
っ
た
際
の

発
信
活
動
で
す
。
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
浜
中
町
の
魅
力
を

横
浜
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
に

発
信
す
る
と
い
う
活
動
で
し

た
。
私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
力

で
町
の
魅
力
を
伝
え
る
方
法
を

考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
ま
し
た
。
浜
中
町

の
魅
力
を
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め

て
商
店
街
に
掲
示
さ
せ
て
も
ら

っ
た
り
、
少
し
で
も
多
く
の
人

に
見
て
も
ら
う
た
め
に
呼
び
込

み
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の

活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
人
以

外
の
声
を
聞
き
、
自
分
た
ち
も

知
ら
な
い
浜
中
町
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
り
、
観
光
客
の
立
場

に
立
っ
て
情
報
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
の
難
し
さ
と
や
り
が
い

を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

現
在
私
た
ち
は
、
発
信
活
動

の
一
つ
と
し
て
９
月
27
日
に
湿

原
セ
ン
タ
ー
で
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
浜
中

町
を
よ
り
住
み
や
す
い
町
に
す

る
た
め
に
５
つ
の
班
に
分
か
れ

て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し

た
。
ど
の
班
も
特
色
の
あ
る
内

容
を
考
え
た
の
で
、
ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
浜
中

学
は
、
知
識
だ
け
で
は
な
く
、

私
の
価
値
観
や
経
験
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
与
え
て
く
れ
た

素
晴
ら
し
い
授
業
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
学
ん
だ
こ
と
を
大
切
に

し
、
た
く
さ
ん
地
域
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

霧
多
布
高
等
学
校
３
年
Ａ
組

�

野
上　

燈ひ

依よ
り

第
59
回「
き
り
た
っ
ぷ
岬
ま
つ
り
」が
盛
大
に
開
催
！	

９
月
８
日
撮
影

　
「
き
り
た
っ
ぷ
岬
ま
つ
り
」
が
５
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
食

材
を
使
っ
た
屋
台
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
。
浜
中
町
公
式
観

光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
き
り
た
ん
」
と
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
や
大
抽
選
会
な
ど

が
あ
り
大
盛
況
な
岬
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

この欄に掲載するまちの季節の写真をお寄せください。
次回の発行は令和７年１月15日です。

ご応募はこちらへ　浜中町議会事務局　E-mail: gikai@town.hamanaka.lg.jp    TEL: 62-2265

町のトピックス（話題）を
募集します！

「
浜
中
学
」を
学
ん
で

●
揮　

毫　

１
年
Ａ
組	

鹿
能
大た

い

輝き 

さ
ん

●
読
み
方　

弥
栄（
い
や
さ
か
）

●
意　

味　

よ
り
一
層
栄
え
る

こ
と


